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テーマ 『交換から修理の推進による廃棄量の低減』

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

②アンケート結果の報告

③専門家委員からのヒアリング
（アンケート結果の感想、現状認識、テーマ実現に向けた提言など）

④テーマ実現に向けたアクションプランの検討

⑤第２回ワーキング委員会Ａの開催について

ワーキング委員会Ａ 議題



事業テーマ

「日車協連SDGs宣言」を通じ、持続可能な車社会を支える業
界団体を目指す

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



事業目的および概要

自動車車体整備を通じて社会的要請に応え、持続可能な車社
会の実現に寄与することを目的に、次の4つのミッションを掲
げて取り組む。
1.交換から修理の推進による廃棄量の低減
2.廃棄物のリサイクルを推進
3.各種法令を遵守した地球環境・労働者に優しい事業
4.次世代自動車に対応した整備体制の構築

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



目指すべき姿

私たちは、現代社会において地域の足、生活の足として不可
欠な自動車を長く、安全・安心に整備するという社会的役割を
担っている。
本連合会がSDGs宣言することで車体整備業界の社会的地
位向上を推進するとともに、関係各所と良好なパートナーシッ
プを築き、料金問題や人材不足など課題解決を図る。

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



ワーキング委員会A
テーマ ： 「交換から修理の推進による廃棄量の低減」
内容 ： テーマに基づき、廃棄量の低減につながる有効な修理技法を有識者ととも
に検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日本技能研修機構、日本自動車車体補修協会

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

ワーキング委員会B
テーマ ： 「廃棄物のリサイクルの推進」
内容 ： テーマに基づき、自動車リサイクル法の適正運用とリサイクルパーツの利用
促進につながる有効な手段を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日本自動車リサイクル部品協議会加盟3グループ



ワーキング委員会C
テーマ ： 「各種法令を遵守した地球環境・労働者に優しい事業」
内容 ： テーマに基づき、水性塗料ならびに特化則非該当製品の普及促進につなが
る有効な手段を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日車協連賛助会員である自動車補修塗料メーカー6社

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

ワーキング委員会D
テーマ ： 「次世代自動車に対応した整備体制の構築」
内容 ： テーマに基づき、ASVの整備情報ならびにEV等の整備体制の構築など次
世代自動車の整備体制を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：鈑金塗装作業を内製するメーカー系ディーラーおよび関連会社3社



②アンケート結果の報告
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地域別回答数の内訳

調査期間 ： 令和5年10月2日～10月16日
対象 ： 日車協連組合員
有効回答数 ： 520件



②アンケート結果の報告
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本アンケートにおいて平均は38.58％で、中央値は40％強だった。元請け先から部品供給されるために、部品代売り上げ
が少ない事業場が平均値を若干押し下げたと推測される。
損害保険料率算出機構の「自動車保険の概況」では、工賃と部品代の比率において部品代のほうが上回っているが、本ア

ンケートでは工賃6：部品代4の結果となった。それぞれの事業規模や事業形態が異なるため一概には言えないが、部品価格
がますますの高騰を続ける中で、いかに工賃売り上げを確保できるかが課題に挙がる。
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本アンケートにおいて平均は60.66％で、ボリュームゾーンは50～80％の間だった。部品の指定がなかったことから回答
者がそれぞれ思い浮かべた車種・部品、1時間当たりの工賃単価の違いなどで約30％の幅が出たと推測されるが、おおむね
部品代の半分以上の工賃売り上げを計上できることが交換か、修理かの判断材料の一つの目安となる。

②アンケート結果の報告



②アンケート結果の報告
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• 工賃：部品代の比率において、「自動車保険の概況」より工賃比率が高くなった
結果について

• 新品部品代の6割の工賃計上が取替・修理の判断基準となる結果について
（例：新品ドアパネルが10万円する場合、6万円の修理工賃が計上できれば取替ではなく修理を選択する）

• ヘッドライトステーの折れの補修とヘッドライトレンズのみの取替を行う工場が
少ない要因には何が考えられるか？

• ヘッドライトの高額化を受け、ステーの折れの補修ならびにレンズのみの取替は
SDGsの観点から有効な手段となり得るか？

• テーマの実現に向け、日車協連は何に取り組むべきと考えるか

③専門家委員からのヒアリング

テーマ実現に向けた具体的なアクションプランへの落とし込み


